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論文内容要旨

全部床義歯の咬合

によって,その臨

り,言語体系の異

めの基礎的・臨

顎前歯と下顎繭歯

であり,下顎はそ

 S状隆起と舌運動の関連を介在させて下

そこで,本研究で

とし,成人有歯顎

パラトグラフ,シ

 ステムを馬いて調査した。

被験者は,成人有

母音/&/および狭

記録を行った。各

摩擦音産生時間,②

 ⑤/パラトグラム・パタンの動態パラメータを湧いて分析した。

その結果,i)S状隆

その延長帳は/as

比べて/asu/の方

/asu/ともに有意
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 の位置や横構,接触面積に多少の差

以上より,違和感

時の雪や下顎の構

床応期する場合

下顎安定時間は/

続母音を狭母音/u/とする無声摩擦子音/s/の方が

審査結果要旨

発音は,下顎位や

利用した咬合採

によって,その臨

章である。/s/音

しており,/s/音

 舌運動を考慮せず,/s/発音時の上顎前歯

本論文は,口腔内

に着類し,全部床

隆起と舌運動の関

成人有歯顎者を

トグラフ,シロナ

ムを用いて検討

S状隆起の添加有

母音を広母音/a

國の観測・記録

成時間,下顎安定
 に関し,行っている。

本論文では,S状

編は/asa/よりも

の方が有意に長

長くなること,S状

接触面積に多少

者は,違和感な

や下顎の構音時

る場合,適切なS

時間は/asa/に比

狭母音/u/とする無声摩擦子音/sノの方が有利であると,考察

本論文の以上の

たものであり,歯
 応しいものと判断した。
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